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注　意

1 　問題は、番号 1から 6まで 6題あり、このうち 4 題を任意に選択して解
答してください。 4題を超えて解答した場合は、番号 1以降の解答数が 4
に達したところで採点を終了し、 4 を超えた分については採点しないので、
注意してください。

2　解答は解答用紙に記入してください。問題に記入しても採点しません。

3 　解答時間は 1時間 30分です。

4　問題の内容に関する質問には、一切お答えしません。

5　問題は持ち帰ってください。



福祉専門

6 題のうち 4題を選択すること。

番
号 分　　野 問 題

1 社会学概論

成年年齢の引下げに関する次の問（ 1）、（ 2）に答えよ。
（ 1）成年年齢を18歳とした法律を挙げよ。
（ 2）（ 1）の法律の要点を述べた上で、成年年齢を18歳とした経緯及び意義に
ついて説明せよ。

2 社会福祉論

障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）につい
て、次の問（ 1）～（ 3）に答えよ。
（ 1）障害者差別解消法における障害者の定義を述べよ。
（ 2）障害者差別解消法における不当な差別的取扱いの禁止について説明せよ。
（ 3）障害者差別解消法における合理的配慮の提供について説明せよ。

3 社会福祉論

次の問（ 1）～（ 3）に答えよ。
（ 1）1960年代に確立した福祉六法体制を構成する法律を現在の法律名で制定
された順に挙げよ。

（ 2）1990年の福祉関係八法改正により都道府県から移譲された権限を述べた
上で、改正となった福祉関係八法のうち、（ 1）で挙げた法律以外の法律を
2つ挙げよ。

（ 3）1998年 6月に公表された「社会福祉基礎構造改革について（中間まとめ）」
における 7つの改革の基本的方向のうち、 3つ述べよ。

4 社会心理学

次の問（ 1）～（ 3）に答えよ。
（ 1）コールバーグによる道徳性の発達段階について説明せよ。
（ 2）交流分析における 5つの自我状態を全て挙げよ。
（ 3）ハロー効果とピグマリオン効果について、それぞれ説明せよ。

5 児童心理学

次の問（ 1）～（ 3）に答えよ。
（ 1）心の理論について説明せよ。
（ 2）セリエが分類した汎適応症候群（一般適応症候群）の3段階を全て挙げ、
その内容についてそれぞれ説明せよ。

（ 3）Ｐ-Ｆスタディ検査について、考案者を挙げ、説明せよ。

6 ケースワーク

次の問（ 1）～（ 3）に答えよ。
（ 1）パールマンの 4つのＰを英語で全て挙げ、その意味についてそれぞれ説
明せよ。

（ 2）パールマンが 4つのＰの後に、 6つのＰとして加えたものを英語で 2つ
挙げ、その意味についてそれぞれ説明せよ。

（ 3）パールマンが提唱した、クライエントのワーカビリティを高める 3つの
要素を英語で全て挙げ、その意味についてそれぞれ説明せよ。




